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中
央
本
部(

会
長 

川
上
高
幸)

で
は
、

11
月
19
日
、
午
前
11
時
か
ら
定
期
中
央
省

庁
要
請
行
動
を
、
午
後
2
時
か
ら
は
自
由

民
主
党
本
部
の
９
Ｆ
９
０
１
会
議
室
に
全

国
か
ら
１
６
０
名
余
り
を
集
め
、
令
和
元

年
度
の
幹
部
研
修
会
を
開
催
し
た
。

幹
部
研
修
会
で
は
司
会
を
新
井
由
美
子
・

中
央
本
部
女
性
部
長
が
務
め
、
開
会
の
あ

い
さ
つ
を
上
田
藤
兵
衞
・
中
央
本
部
副
会

長
が
行
っ
た
。

　

主
催
者
代
表
あ
い
さ
つ
で
川
上
高
幸
・

中
央
本
部
会
長
は
、「
部
落
差
別
解
消
法
案
」

の
成
立
で
、
地
方
公
共
団
体
へ
条
例
を
求

め
て
の
活
動
を
し
て
い
る
団
体
が
あ
る
が
、

私
ど
も
自
由
同
和
会
は
第
33
回
の
全
国
大

会
で
反
対
の
決
議
を
行
っ
て
い
る
こ
と
を

踏
ま
え
、
法
律
で
は
部
落
差
別
の
実
態
調

査
で
あ
り
、
部
落
の
実
態
調
査
で
は
な
い

こ
と
か
ら
、
同
和
地
区
の
再
指
定
と
同
和

関
係
者
と
同
和
関
係
者
以
外
の
人
を
選
別

す
る
、
平
成
５
年
に
国
が
実
施
し
た
生
活

実
態
調
査
の
よ
う
な
調
査
に
は
断
固
反
対

し
て
ほ
し
い
と
指
示
さ
れ
た
。

　

来
賓
の
あ
い
さ
つ
で
は
、
自
由
民
主
党

を
代
表
し
て
稲
田
朋
美
・
幹
事
長
代
行
、

門　

博
文･

国
土
交
通
省
大
臣
政
務
官
、(

一

社)

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
理
解
増
進
会
の
繁
内
幸
治
・

代
表
理
事
の
３
名
か
ら
激
励
を
い
た
だ
い

た
。

　

祝
電
を
披
露
し
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
移

り
、
幹
部
研
修
会
で
は
市
井
の
人
の
差
別

感
に
焦
点
を
当
て
た
「
い
わ
ゆ
る
『
解
放
令
』

以
降
も
部
落
差
別
が
続
い
て
い
る
要
因
は

何
か
」
｜
江
戸
時
代
、
明
治
時
代
、
昭
和

時
代
の
戦
前
と
戦
後
、
同
和
対
策
関
連
法

後
か
ら
現
在
ま
で
の
差
別
意
識
の
変
遷
に

つ
い
て
｜
と
し
、
パ
ネ
リ
ス
ト
に
関
西
大

学
の
石
元
清
英
・
名
誉
教
授
と
京
都
産
業

大
学
の
灘
本
昌
久
・
文
化
学
部
教
授
、
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
中
央
本
部
の
平
河
秀
樹
・

今号の内容
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令
和
元
年
度
定
期
中
央
省
庁
要
請
行
動
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　

幹
部
研
修
会
を
開
催

シンポジウム　左より平河・局長 石元さん 灘本さん

事
務
局
長
が
務
め
、
議
論
を
行
っ
た
。

　

閉
会
の
あ
い
さ
つ
を
、
野
口
賢
二
・
中

央
本
部
副
会
長
が
行
い
、
閉
会
し
た
。

　

今
回
の
幹
部
研
修
会
も
、
開
会
か
ら
閉

会
ま
で
の
す
べ
て
の
内
容
を
開
示
す
る
た

めYouTubeLive

に
て
公
開
し
た
。

幹部研修会であいさつする川上・会長

E-mail:liberal@jiyuudouwakai.jp

第231号
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自由民主党・幹事長代行
衆議院議員　稲田　朋美　様

同和問題の早期完全解決にむけた要望書

　貴台におかれましては、平素より同和問題をはじめとするあらゆる人権問題の早期完全解
決を図るために、各種施策を講じていただき厚く感謝を申し上げます。
　さて、33 年間に渡り続けられてきました同和対策の特別措置法が平成 14 年 3 月に失効し
ましたが、再び、同和問題に特化しました「部落差別の解消の推進に関する法律」が平成
28 年 12 月に成立しました。
　地方公共団体では、差別事象が減少してきていることから、施策の見直しや廃止など、同
和対策の終結に向けた取り組みが始まっていますが、同和問題は解決の過程にあるものの完
全に解決された状態ではなく、今回の「法」の成立はこのような取り組みに歯止めを掛ける
ものであると期待しています。
　私どもは、この法律を拡大解釈することなく有効活用することで完全解決に繋げていき
たいと思いますが、この「部落差別の解消の推進に関する法律」、「ヘイトスピーチ解消法」、
次期国会へ提出される予定の「LGBT 理解増進法案」、いずれの法律にも人権が侵害された場
合の被害者の実効性のある救済措置は明記されておらず、平成 28 年 4 月に施行された「障
害者差別解消法」では既存の機関を活用するとされており、また、「男女共同参画基本法」
の条文には、人権が侵害された場合における被害者の救済を図るために必要な措置を講じる
ようとの記載がありますが、「人権擁護法案」や「人権委員会設置法案」が廃案になったこ
とで実現には至っていません。
　一方、国連の規約人権委員会、女子差別撤廃委員会、人種差別撤廃委員会などからも、国
内人権機構の設置が幾度も勧告が出されていますし、平成 29 年 7 月に人種差別撤廃委員会
へ提出された政府の第 10 回・11 回の報告に対しても、平成 30 年 8 月に審査があり、その
結果の総括所見が同月に採択されましたが、同じ内容の勧告がされました。
　この総括所見の勧告に対して政府は本年 9 月に、「人権救済制度の在り方については、こ
れまでなされてきた議論の状況をも踏まえ、引き続き適切に検討している。なお、従前から、
人権擁護に携わる行政機関として法務省に人権擁護局が設けられており、その下部機関とし
て、法務局人権擁護部 ( 全国８箇所 )、地方法務局人権擁護課 ( 全国４２箇所 ) 及びこれら
の支局 ( 全国２６１箇所 ) が設けられている。さらに、法務省では、全国で約１４，０００
人の法務大臣が委嘱した民間ボランティアである人権擁護委員と協力して、人権啓発活動、
人権相談及び人権侵犯事件の調査救済といった人権擁護活動を行っている」とコメントを提
出しているが、法律でもない訓令の「人権侵犯事件調査処理規定」を持ち出しての苦しい言
い訳をしています。
　また、平成 26 年 1 月に批准書を寄託したことで同年 2月 19 日から「障害者権利条約」の
効力が発生していますが、この条約にも「条約の実施を促進し、保護し、及び監視するため
の国内機構を設置する」条項があり、他の条約と同じように実施状況の国連への報告義務が
あります。
　第 1 回の報告を平成 28 年 6 月に提出されていますが、この報告に対する国連の委員会か
らの総括所見でも同じような勧告が出されることが予想されます。
　これらのことを勘案すれば、パリ原則に準じた簡易・迅速・柔軟に人権救済を図る目的の
国家行政組織法の第 3 条委員会としての「人権委員会」の設置を中心とする、平成 14 年の
第 154 回国会に閣法として提出された「人権擁護法案」を大胆に見直し、一日も早い成立を
図り、国内人権機構としての「人権委員会」が設置されますようご尽力を賜りたくお願い申
し上げます。

　　　令和元年 11 月 19 日
自 由 同 和 会 中 央 本 部

会　長　　川　上　高　幸
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幹
部
研
修
会
で
の

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　

　

今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
同
和
問
題
は

解
決
の
方
途
に
あ
る
も
の
の
、
未
だ
に
完
全

解
決
に
至
っ
て
い
な
い
の
は
市
民
の
差
別

感
と
教
育
・
啓
発
の
内
容
に
乖
離
が
あ
る

の
で
は
と
の
問
題
意
識
か
ら
、
時
代
に
よ
っ

て
市
民
の
差
別
意
識
が
変
遷
し
て
き
て
い

る
こ
と
を
確
認
し
、
現
状
の
市
民
の
差
別
感

を
払
拭
す
る
教
育
・
啓
発
の
内
容
に
す
る
こ

と
が
不
可
欠
と
し
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
テ
ー
マ
は
、

　

「
い
わ
ゆ
る
『
解
放
令
』
以
降
も
部
落
差

別
が
続
い
て
い
る
要
因
は
何
か
」
｜
江
戸
時

代
、
明
治
時
代
、
大
正
時
代
、
昭
和
時
代
の

戦
前
と
戦
後
、
同
和
対
策
関
連
法
後
か
ら
現

在
ま
で
の
差
別
意
識
の
変
遷
に
つ
い
て
｜

と
し
て
。

　

パ
ネ
リ
ス
ト
に
、

関
西
大
学
名
誉
教
授

石
元　

清
秀

京
都
産
業
大
学
文
化
学
部
教
授

灘
本　

昌
久

　

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
、

自
由
同
和
会
中
央
本
部
事
務
局
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
河　

秀
樹

１�

．
中
世
賤
民
に
対
す
る
差
別
意
識
は
ど
の

よ
う
な
も
の
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

２�

．
江
戸
時
代
の
初
期
、
中
期
、
後
期
で
差

別
意
識
は
変
わ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

３�

．
明
治
４
年
に
い
わ
ゆ
る
「
解
放
令
」

が
出
さ
れ
た
以
降
、
近
代
化
に
向
か
う

中
で
差
別
意
識
に
変
化
は
あ
っ
た
の
で

し
ょ
う
か
。

　

�　

ま
た
、
い
わ
ゆ
る
「
解
放
令
」
は
、

部
落
の
内
外
で
ど
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ

た
の
で
し
ょ
う
か
。

４�

．
大
正
時
代
に
な
り
、
民
主
化
が
進
む

中
で
、
全
国
水
平
社
が
結
成
さ
れ
た
が
、

全
国
水
平
社
に
対
す
る
国
民
の
意
識
と

結
成
に
伴
い
差
別
意
識
に
変
化
は
あ
っ

た
の
で
し
ょ
う
か
。

５�

．
昭
和
に
入
り
、
全
国
水
平
社
が
活
発

に
活
動
す
る
な
か
で
、
差
別
意
識
に
変

化
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

６�
．
戦
後
、
様
々
な
団
体
が
結
成
さ
れ
、

活
動
が
活
発
化
す
る
中
で
、
同
和
対
策

特
別
措
置
法
が
成
立
し
、
差
別
解
消
に

行
政
が
本
格
的
に
取
り
組
み
を
始
め
る

が
、
差
別
意
識
に
変
化
は
生
じ
た
の
で

し
ょ
う
か
。

７�

．
同
和
対
策
関
連
法
が
失
効
し
て
か
ら
、

「
部
落
差
別
解
消
法
」
が
成
立
す
る
間
に
、

差
別
意
識
に
変
化
を
生
じ
た
の
で
し
ょ

う
か
。

８�

．「
部
落
差
別
解
消
法
」
が
成
立
し
て
か

ら
３
年
に
な
り
ま
す
が
、
何
か
変
化
は

あ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

ま
と
め

　

「
解
放
令
」
以
降
、
部
落
産
業
や
就
労
が

不
安
定
に
な
り
、
松
方
デ
フ
レ
で
更
に
貧

困
に
拍
車
が
か
か
る
。
民
主
化
が
進
み
見

合
い
結
婚
か
ら
恋
愛
結
婚
に
移
る
中
で
結

婚
差
別
が
生
じ
て
き
た
。

来　

賓

　

自
由
民
主
党　

幹
事
長
代
行　

 

稲
田　

朋
美

　

国
土
交
通
省
大
臣
政
務
官　

  

門　

 

博
文

　

一
般
社
団
法
人
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
理
解
増
進
会

　
　
　
　

代
表
理
事　

繁
内　

幸
治

立
ち
寄
ら
れ
た
国
会
議
員

　

衆
議
院
議
員(

本
人
出
席
の
み)

　

池
田　

佳
隆(

比
東
海)

▽
岡
下　

昌
平(

比

近
畿)

神
谷　

昇(

比
近
畿)

▽
木
村　

や
よ

い(

比
近
畿)

▽
左
藤　

章(

大
阪
２)

▽
坂
本

　

哲
志(

熊
本
３)

▽
繁
本　

護(

比
近
畿)

▽

田
中　

英
之(

京
都
４)

▽
長
尾　

た
か
し(

大

阪
14)

祝　

電

　
　

衆
議
院
議
員

　

安
藤　

裕
▽
石
田　

真
敏
▽
大
隈　

和
英
▽

大
塚　

高
司
▽
神
谷　

昇
▽
木
村　

や
よ
い
▽

左
藤　

章
▽
田
中　

英
之
▽
と
か
し
き　

な
お

み
▽
長
尾　

た
か
し
▽
原
田　

憲
治
▽
本
田　

太
郎

　
　

参
議
院
議
員

　

二
之
湯　

智
▽
松
川　

る
い

大
阪
府
関
係

　

知
事　

吉
村　

洋
文
▽
自
由
民
主
党
・
無
所

属
大
阪
府
議
会
議
員
団
幹
事
長　

杉
本　

太
平

　

大
阪
市
長　

松
井　

一
郎
▽
堺
市
長　

永
藤

　

英
樹
▽
吹
田
市
長　

後
藤　

圭
二
▽
高
石
市

長　

阪
口　

伸
六
▽
阪
南
市
長　

水
野　

謙
二

▽
藤
井
寺
市
長　

岡
田　

一
樹
▽
泉
大
津
市
長

　

南
出　

賢
一
▽
柏
原
市
長　

冨
宅　

正
浩
▽

摂
津
市
長　

森
山　

一
正
▽
河
内
長
野
市
長　

島
田　

智
明
▽
泉
南
市
長　

竹
中　

勇
人
▽
東

大
阪
市
長　

野
田　

義
和
▽
交
野
市
長　

黒
田

　

実
▽
羽
曳
野
市
長　

北
川　

嗣
雄
▽
四
条
畷

市
長　

東　

修
平
▽
寝
屋
川
市
長　

広
瀬　

慶

輔
▽
大
東
市
長　

東
坂　

浩
一
▽
門
真
市
長　

宮
本　

一
孝
▽
和
泉
市
長　

辻　

ひ
ろ
み
ち
▽

守
口
市
長　

西
端　

勝
樹
▽
松
原
市
長　

澤
井

　

宏
文
▽
八
尾
市
長　

大
松　

桂
右
▽
大
阪
狭

山
市
長　

古
川　

照
人
▽
岸
和
田
市
長　

永
野

　

耕
平
▽
島
本
町
長　

山
田　

紘
平
▽
田
尻
町

長　

栗
山　

美
政
▽
能
勢
町
長　

上
森　

一
成

▽
河
南
町
長　

武
田　

勝
玄
▽
岬
町
長　

田
代

　

堯
▽
太
子
町
長　

浅
野　

克
己
▽
熊
取
町
長

　

藤
原　

敏
司
▽
忠
岡
町
長　

和
田　

吉
衛
▽

千
早
赤
阪
村
長　

松
本　

昌
親

京
都
府
関
係

　

京
都
府
議
会
議
員

　
　

荒
巻　

隆
三
▽
井
上　

重
典
▽
岸
本　

祐

一
▽
近
藤　

永
太
郎
▽
菅
谷　

寛
志
▽
田
中　

英
夫
▽
二
之
湯　

真
士
▽
藤
山　

裕
紀
子
▽
宮

下　

友
紀
子

　

京
都
市
長　

門
川　

大
作

　

市
議
会
議
員

　
　

冨　

き
く
お
▽
平
山　

た
か
お
▽
山
本　

恵
一
▽
吉
井　

あ
き
ら

　

木
津
川
市
長　

河
井　

規
子
▽
向
日
市
長　

安
田　

守
▽
京
田
辺
市
長　

上
村　

崇
▽
京
丹

後
市
長　

三
崎　

政
直
▽
宇
治
市
長　

山
本　

正
▽
宮
津
市
長　

城
崎　

雅
文
▽
亀
岡
市
長　

桂
川　

孝
裕
▽
城
陽
市
長　

奥
田　

敏
晴
▽
八

幡
市
長　

堀
口
文
昭
▽
南
丹
市
長　

西
村　

良

平
▽
京
丹
波
町
長　

太
田　

昇
▽
伊
根
町
長　

吉
本　

秀
樹
▽
精
華
町
長　

杉
浦　

正
省
▽
大

山
崎
町
長　

前
川　

光
▽
久
御
山
町
長　

信
貴

　

康
孝
▽
宇
治
田
原
町
長　

西
谷　

信
夫
▽
与

謝
野
町
長　

山
添　

藤
真

和
歌
山
県
関
係

　

知
事　

仁
坂　

吉
伸

　

和
歌
山
市
長　

尾
花　

正
啓
▽
有
田
市
長　

望
月　

良
男
▽
田
辺
市
長　

真
砂　

充
敏
▽
海

南
市
長　

神
出　

政
已
▽
橋
本
市
長　

平
木　

哲
朗
▽
紀
の
川
市
長　

中
村　

愼
司
▽
御
坊
市

長　

柏
木　

征
夫
▽
岩
出
市
長　

中
芝　

正
幸

▽
九
度
山
町
長　

岡
本　

章
▽
湯
浅
町
長　

上

山　

章
善
▽
美
浜
町
長　

藪
内　

美
和
子
▽
白

浜
町
長　

井
澗　

誠
▽
有
田
川
町
長　

中
山　

正
隆

愛
知
県
関
係

　

知
事　

大
村　

秀
章
▽
県
議
会
議
員　

石
塚

　

ア
ポ
ロ
▽
あ
ま
市
長　

村
上　

浩
司

福
岡
県
関
係

　

人
権
・
同
和
対
策
局
長　

 

清
水　

智
親

そ
の
他

　

全
国
隣
保
館
連
絡
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　

 

会
長　

川
口　

寿
弘
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４
班　
　

厚
生
労
働
省

　

班　

長　

野
口　

賢
二 

副
会
長

　

副
班
長　

栗
原　

英
明 

人
権
委
員
長

　

記
録
係　

上
田　

信
輝 

青
年
部
長

　
　

厚
生
労
働
省
の
出
席
者

　

大
臣
官
房　

　
　

人
事
課　

課
長
補
佐　

 

山
崎　
　

謙

　
　
　
　

研
修
補
償
係
長　

 

上
田　

勇
起

　
　

国
際
労
働
・
協
力
室

　
　
　

国
際
労
働
第
一
係　

 

小
川　
　

遼

　

職
業
安
定
局

　
　

就
労
支
援
室

　
　
　
　
　
　

室
長
補
佐　

衛
藤　

象
平

　
　

就
労
支
援
第
二
係　

 

日
江
井　

公
希

　
　

障
害
雇
用
対
策
課

　
　
　

雇
用
指
導
第
二
係係

長　

稲
田　

啓
介

　
　
　

武
田　

裕
理

　
　
　

地
域
就
労
支
援
室

　
　
　

多
様
就
労
推
進
係係

長　

附
田　

和
大

　

社
会
・
援
護
局　

　
　
　

地
域
福
祉
課

係
長　

梁
瀬　
　

晃

　

障
害
保
険
福
祉
部

　
　

企
画
課

　
　
　

企
画
法
令
係　
　
　

太
田　

早
紀

　
　
　

障
害
福
祉
課

　
　
　
　

相
談
支
援
係     

原　
　

一
晃

　

雇
用
環
境
・
均
等
局

　
　

雇
用
機
会
均
等
課

　
　
　
　
　
　
　

法
規
係　

小
川　

陽
平

　

子
ど
も
家
庭
局

　
　

家
庭
福
祉
課　
　
　

 

石
井　

健
太
郎

定
期
中
央
省
庁
要
請
行
動

　

中
央
本
部(

川
上
高
幸 

会
長)

で
は
、

11
月
19
日
午
前
11
時
か
ら
正
午
ま
で
の
１

時
間
、
関
係
省
で
あ
る
法
務
省
、
文
部
科

学
省
、
厚
生
労
働
省
、
国
土
交
通
省
の
４

省
へ
、
同
和
問
題
の
早
期
完
全
解
決
に
む

け
た
定
期
中
央
省
庁
要
請
行
動
を
、
各
都

府
県
本
部
か
ら
、
１
班
に
１
名
の
総
勢
87

名
が
４
班
に
分
か
れ
て
行
っ
た
。

　

国
会
開
催
中
公
務
多
忙
の
中
、
要
請
行

動
の
受
け
入
れ
態
勢
を
整
え
ら
れ
た
各
省

の
皆
様
に
は
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

な
お
、
要
望
事
項
は
、
次
号
に
掲
載
。

１
班　
　

法
務
省

　

班　

長　

平
河　

秀
樹 

事
務
局
長

　

副
班
長　

天
野
二
三
男 

総
務
委
員
長

　

記
録
係　

平
河　

秀
樹 

事
務
局
長

　
　
　

法
務
省
の
出
席
者

　

人
権
擁
護
局

　
　
　
　

 

総
務
課
長　
　
　

丸
山　

嘉
代

　
　
　
　

 

調
査
救
済
課
長　

大
橋　

光
典

　
　
　
　

 

人
権
啓
発
課
長　

土
手　

敏
行

　
　
　
　

 　
　

参
事
官　
　

中
島　

行
雄

　
　
　
　

 　
　

局
付　
　
　

関
口　

奈
々

　
　
　
　

 　
　

補
佐
官　
　

河
野　

順
子

　
　
　
　

 　
　
　

〃　
　
　

來
間　
　

健

　
　
　
　

 　
　
　

〃　
　
　

杉
田　

達
哉

　
　
　
　

 　
　
　

〃　
　
　

清
水　

慶
徳

　
　
　
　

 　
　
　

〃　
　
　

板
谷　

秀
継

　
　
　
　

 　
　

専
門
官　
　

青
地　

知
頼

　
　
　
　

 　
　
　

〃　
　
　

大
谷　

洋
史

　
　
　
　

 　
　

係
長　
　
　

畑
中　

政
人

　
　
　
　

 　
　
　

〃　
　

玉
寄　

江
梨
子

２
班　
　

国
土
交
通
省

　

班　

長　

上
田　

藤
兵
衞 

副
会
長

　

副
班
長　

木
村　
　

仁 

産
就
委
員
長

　

記
録
係　

山
口　

勝
広 

事
務
局
次
長

　
　
　

国
土
交
通
省
の
出
席
者

　

大
臣
官
房

　
　

 

人
事
課　

課
長
補
佐　

杉
内　

香
織

　
　

 　
　
　
　
　
　

係
長　

関　
　

由
麻

　

 　

総
務
課　
　
　

係
長　

倉
信　

二
朗

　

 

総
合
政
策
局　

安
心
生
活
政
策
課

　
　
　

 　
　

企
画
調
整
官　

原　
　

佳
大

　
　
　
　
　
　

 

課
長
補
佐　

杉
野　

友
香

　
　
　
　
　
　
　

 

専
門
官　

小
高　
　

崇

　
 

道
路
局　

環
境
安
全
・
防
災
課

　
　
　
　

 　

企
画
専
門
官　

山
神　

秀
憲

　

 
住
宅
局　

住
宅
総
合
整
備
課

　
　
　
　
　

 　

課
長
補
佐　

鈴
木　

孝
太

　
　
　
　
　

 

住
環
境
整
備
室

　
　
　
　
　

 　
　
　

室
長　

宿
本　

尚
吾

　
　
　
　
　

 
企
画
専
門
官　

石
井　

秀
明

３
班　
　

文
部
科
学
省

　

班　

長　

川
上　

高
幸 
会　

長

　

副
班
長　

堀
田　

信
美 

教
啓
委
員
長

　

記
録
係　

新
井　

裕
美
子 

女
性
部
長

　
　
　

文
部
科
学
省
の
出
席
者

　

総
合
教
育
政
策
局

　
　

男
女
共
同
参
画

　
　
　

共
生
社
会
学
習
・
安
全
課

　
　
　
　

課
長
補
佐　

片
山　

達
也

　
　
　

共
生
社
会
学
習
企
画
係

　
　
　
　
　
　

係
長　

横
畠　

香
菜
美

　

初
等
中
等
教
育
局

　
　

児
童
生
徒
課　

　
　
　
　

指
導
調
査
係

　
　
　
　
　
　

専
門
官　

片
桐　

由
紀
子

　

総
合
教
育
政
策
局

　
　

教
育
人
材
政
策
課

　
　
　

教
職
員
研
修
係

　
　
　
　
　
　
　

専
門
職　

都
甲　

理
文

　
　
　

教
員
免
許
企
画
室

　
　
　
　

免
許
係
・
評
価
係

　
　
　
　
　
　
　
　

係
長　

丹
羽　

雅
也

　

高
等
教
育
局

　
　

学
生
・
留
学
生
課

　
　
　

奨
学
事
業
係

　
　
　
　
　
　
　
　

係
員　

渡
辺　

真
澄

　
　
　
　
　
　
　
　

係
員　

川
又　

千
佳

　

総
合
教
育
政
策
局

　
　

生
涯
学
習
推
進
課

　
　
　

民
間
教
育
事
業
第
一
係

　
　
　
　
　
　
　
　

係
長　

川
瀬　

成
彦

　
　
　

地
域
学
習
推
進
課　

庶
務
係

係
長　

野
角　
　

豪

　

初
等
中
等
教
育
局

　
　

特
別
支
援
教
育
課

　
　
　
　
　
　

課
長
補
佐　

斎
藤　

更
紗

　

大
臣
官
房　

文
教
施
設
企
画
・
防
災
部

　
　

施
設
企
画
課　

指
導
第
一
係

係
長　

谷
口　

奈
津
子

　

ス
ポ
ー
ツ
庁

　
　

健
康
ス
ポ
ー
ツ
課

　
　
　

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
振
興
室

　
　
　
　

障
碍
者
ス
ポ
ー
ツ
係

　
　

係
長　

片
山　

真
貴

　

大
臣
官
房　

人
事
課

　
　
　
　
　
　

任
用
班　

任
用
三
係

係
長　

玉
城　
　

直

　

初
等
中
等
教
育
局

　
　

児
童
生
徒
課

　
　
　

生
徒
指
導
室

　
　
　

い
じ
め
対
策
支
援
第
一
・
第
二
係

係
員　

渡
邊　

雄
大
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４
班　
　

厚
生
労
働
省

　

班　

長　

野
口　

賢
二 

副
会
長

　

副
班
長　

栗
原　

英
明 

人
権
委
員
長

　

記
録
係　

上
田　

信
輝 

青
年
部
長

　
　

厚
生
労
働
省
の
出
席
者

　

大
臣
官
房　

　
　

人
事
課　

課
長
補
佐　

 

山
崎　
　

謙

　
　
　
　

研
修
補
償
係
長　

 

上
田　

勇
起

　
　

国
際
労
働
・
協
力
室

　
　
　

国
際
労
働
第
一
係　

 

小
川　
　

遼

　

職
業
安
定
局

　
　

就
労
支
援
室

　
　
　
　
　
　

室
長
補
佐　

衛
藤　

象
平

　
　

就
労
支
援
第
二
係　

 

日
江
井　

公
希

　
　

障
害
雇
用
対
策
課

　
　
　

雇
用
指
導
第
二
係係

長　

稲
田　

啓
介

　
　
　

武
田　

裕
理

　
　
　

地
域
就
労
支
援
室

　
　
　

多
様
就
労
推
進
係係

長　

附
田　

和
大

　

社
会
・
援
護
局　

　
　
　

地
域
福
祉
課

係
長　

梁
瀬　
　

晃

　

障
害
保
険
福
祉
部

　
　

企
画
課

　
　
　

企
画
法
令
係　
　
　

太
田　

早
紀

　
　
　

障
害
福
祉
課

　
　
　
　

相
談
支
援
係     

原　
　

一
晃

　

雇
用
環
境
・
均
等
局

　
　

雇
用
機
会
均
等
課

　
　
　
　
　
　
　

法
規
係　

小
川　

陽
平

　

子
ど
も
家
庭
局

　
　

家
庭
福
祉
課　
　
　

 

石
井　

健
太
郎

都
府
県
本
部
関
係

　

岐
阜
県
本
部
（
会
長 

橋
本
敏
春
）
で
は
、

第
38
回
総
会
を
５
月
15
日
午
後
１
時
30
分

か
ら
、
岐
阜
市
内
の
「
岐
阜
グ
ラ
ン
ド
ホ

テ
ル
」
に
１
２
０
名
余
り
を
集
め
開
催
し

た
。

　

総
会
で
は
、
黒
野
共
栄
館
の
館
長
で
あ

る
橋
本
雅
康(

元
且
格
小
学
校
校
長)

さ

ん
が
、「
人
権
教
育(

同
和
教
育)
に
関
わ
っ

て
き
て
、
今
、
感
じ
て
い
る
こ
と
」
の
テ
ー

マ
で
基
調
講
演
を
さ
れ
た
。

　

東
京
都
本
部
（
会
長 

川
上
高
幸
）
で
は
、

令
和
元
年
度
大
会
を
６
月
14
日
午
後
２
時

か
ら
、
千
代
田
区
内
の
「
憲
政
記
念
館
」

に
５
０
０
名
余
り
を
集
め
開
催
し
た
。

　

大
会
で
は
、
京
都
産
業
大
学
文
化
学
部

教
授
の
灘
本
昌
久
さ
ん
と
、
平
河
秀
樹
・

中
央
本
部
事
務
局
長
が
、「
エ
タ
村
の
歴
史

と
身
分
制
に
つ
い
て
」
の
テ
ー
マ
で
対
談

を
行
っ
た
。

　

併
せ
て
、
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
の
大
会
も
開

催
し
た
。

　

福
岡
県
本
部
（
会
長 

上
田
卓
雄
）
で
は
、

第
31
回
大
会
を
６
月
30
日
午
後
１
時
30
分

か
ら
、
北
九
州
市
内
の
「
北
九
州
ハ
イ
ツ
」

に
１
５
０
名
余
り
を
集
め
開
催
し
た
。

　

大
会
で
は
、
京
都
産
業
大
学
文
化
学
部

教
授
の
灘
本
昌
久
さ
ん
が
「
近
世
政
治
起

源
説
を
問
う
」
｜
エ
タ
村
の
起
源
と
そ
の

歴
史
｜
の
テ
ー
マ
で
記
念
講
演
を
さ
れ
た
。

　

併
せ
て
、
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
の
令
和
元
年

度
研
修
大
会
も
開
催
し
た
。

　

大
阪
府
本
部
（
会
長 

阪
本
孝
義
）
で
は
、

第
34
回
大
会
を
７
月
７
日
午
後
１
時
か
ら
、

大
阪
市
内
の
「
シ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
大
阪
」
に

２
３
０
名
余
り
を
集
め
開
催
し
た
。

　

大
会
で
は
、「
部
落
差
別
を
超
え
て
」
｜

取
材
ノ
ー
ト
か
ら
｜
の
テ
ー
マ
で
、
元
朝

日
新
聞
論
説
委
員
の
臼
井
敏
男
さ
ん
が
講

演
を
さ
れ
た
。

　

な
お
、
阪
本
孝
義
会
長
が
病
気
療
養
中

を
理
由
に
会
長
職
を
辞
任
さ
れ
、
新
会
長

に
畑
中
幸
司
副
会
長
を
承
認
し
た
。

　

京
都
府
本
部
（
会
長 

上
田
藤
兵
衛
）
で

は
、
第
34
回
大
会
を
７
月
12
日
午
後
２
時

か
ら
、
京
都
市
内
の
「
京
都
ホ
テ
ル
オ
ー

ク
ラ
」
に
２
８
０
名
を
集
め
開
催
し
た
。

　

千
葉
県
本
部(
会
長 

木
村　

仁)

で
は
、

令
和
元
年
度
大
会
を
７
月
13
日
午
後
１
時

30
分
か
ら
、
柏
市
内
の
「
東
葛
テ
ク
ノ
プ

ラ
ザ
」
に
３
６
０
名
を
集
め
開
催
し
た
。

　

大
会
で
は
、
参
議
院
議
員
で
上
智
大
学

名
誉
教
授
の
猪
口
邦
子
さ
ん
が
「
21
世
紀

　

日
本
の
人
権
と
社
会
発
展
」
｜
国
際
的

観
点
か
ら
｜
の
テ
ー
マ
で
講
演
を
さ
れ
た
。

　

佐
賀
県
本
部(

会
長 

野
口
賢
二)

で
は
、

第
20
回
大
会
を
８
月
28
日
午
後
１
時
か
ら
、

佐
賀
市
内
の
「
グ
ラ
ン
デ
は
が
く
れ
」
に

２
０
０
名
余
り
を
集
め
開
催
し
た
。

　

大
会
で
は
、
京
都
産
業
大
学
文
化
学
部

教
授
の
灘
本
昌
久
さ
ん
が
「
近
世
政
治
起

源
説
を
問
う
」
｜
エ
タ
村
の
起
源
と
そ
の

歴
史
｜
の
テ
ー
マ
で
記
念
講
演
を
さ
れ
た
。

　

大
分
県
本
部(

会
長 

木
村
健
次)

で
は
、

８
月
25
日
午
後
１
時
か
ら
、
別
府
市
内
の

「
別
府
国
際
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
」

に
80
名
余
り
を
集
め
第
４
回
大
会
を
行
っ

た
。

　

大
会
で
は
、
近
世
政
治
起
源
説
を
問
う
」

｜
エ
タ
村
の
起
源
と
そ
の
歴
史
｜
の
テ
ー

マ
で
京
都
産
業
大
学
文
化
学
部
教
授
の
灘

本
昌
久
さ
ん
が
記
念
講
演
を
さ
れ
た
。

　

長
崎
県
本
部(

会
長 

栗
原
英
明)

で
は
、

９
月
28
日
午
後
１
時
よ
り
、
佐
世
保
市
内

の
「
労
働
福
祉
セ
ン
タ
ー
」
に
、
１
０
０

名
余
り
を
集
め
、
令
和
元
年
度
研
修
大
会

を
開
催
し
た
。

　

大
会
で
は
、「
人
権
尊
重
社
会
の
実
現
に

向
け
て
」
の
テ
ー
マ
で
、
長
崎
県
県
民
生

活
部
人
権
・
同
和
対
策
課
の
指
導
主
事
で

あ
る
吉
井
隆
司
さ
ん
が
記
念
講
演
を
さ
れ

た
。

　

愛
知
県
本
部(

会
長 

堺　

一)

で
は
、

10
月
６
日
午
前
10
時
15
分
よ
り
、
あ
ま
市

内
の
「
あ
ま
市
人
権
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
」

に
、
１
５
０
名
余
り
を
集
め
、
第
25
回
研

修
大
会
を
開
催
し
た
。

　

大
会
で
は
、
岐
阜
県
本
部
の
橋
本
敏
春

会
長
が
「
部
落
問
題
の
現
状
と
課
題
」
の

テ
ー
マ
で
記
念
講
演
を
さ
れ
た
。

　

奈
良
県
本
部(

会
長 

渡
辺
佐
智
雄)

で

は
、
令
和
元
年
度
の
研
修
大
会
を
、
11
月

３
日
午
後
１
時
30
分
よ
り
、
橿
原
市
内
の

「
橿
原
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
」
に
、
１
０
０
名

余
り
を
集
め
開
催
し
た
。

　

大
会
で
は
、
元
龍
谷
大
学
人
権
論
講
師

の
松
本
城
洲
男
さ
ん
が
「
音
楽
と
人
権
」

の
テ
ー
マ
で
、
映
像
と
演
奏
を
取
り
入
れ

た
記
念
講
演
を
さ
れ
た
。

　

な
お
、
会
長
の
渡
辺
佐
智
雄
さ
ん
が
、

本
年
５
月
に
永
眠
さ
れ
た
た
め
、
新
会
長

に
江
藤
貴
之
事
務
局
長
を
承
認
し
た
。

　　

宮
崎
県
本
部(

会
長 

長
友
一
馬)

で
は
、

11
月
３
日
午
後
１
時
よ
り
、
宮
崎
市
内
の

「
市
民
プ
ラ
ザ
」
に
１
２
０
名
余
り
を
集
め
、

令
和
元
年
度
研
修
大
会
を
開
催
し
た
。

　

大
会
で
は
、
南
九
州
短
期
大
学
の
名
誉

教
授
で
あ
る
佐
保
忠
智
さ
ん
が
「
私
た
ち

の
日
常
生
活
か
ら
考
え
る
人
権
問
題
」
の

テ
ー
マ
で
記
念
講
演
を
さ
れ
た
。

　

佐
賀
県
本
部(

会
長 

野
口
賢
二)

で
は
、

第
17
回
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会
を
、

11
月
11
日
に
江
北
町
内
の
「
花
祭
ゴ
ル
フ

倶
楽
部
」
に
お
い
て
、
16
組
54
名
を
集
め

開
催
し
た
。

　

今
回
も
、
佐
賀
県
視
覚
障
害
者
団
体
連

合
会
に
10
万
円
を
寄
附
し
た
。

　

神
奈
川
県
本
部(

会
長 

天
野
二
三
男)

で
は
、
第
32
回
研
修
大
会
を
11
月
17
日
午

後
１
時
か
ら
小
田
原
市
内
の
「
お
だ
わ
ら

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
」
に
１
０
０
名
余
り

を
集
め
開
催
し
た
。

　

大
会
で
は
、
京
都
産
業
大
学
文
化
学
部

教
授
の
灘
本
昌
久
さ
ん
が
「
近
世
政
治
起

源
説
を
問
う
」
｜
エ
タ
村
の
起
源
と
そ
の

歴
史
｜
の
テ
ー
マ
で
記
念
講
演
を
さ
れ
た
。

謹
賀
新
年 

  　
　

　
　
　

２
０
２
０
年　

元
旦 
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新
し
い
部
落
史
①
―
過
去
の
も
の
と
な
っ

た
近
世
政
治
起
源
説

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

灘
本　

昌
久

　

本
連
載
は
、
こ
の
三
、
四
〇
年
の
間
に

大
き
く
様
変
わ
り
し
た
部
落
史
の
見
方
に

つ
い
て
、
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
よ
う
と

い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
単
に

新
し
い
研
究
動
向
を
知
っ
て
物
知
り
に
な

る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
部
落
差
別
解

消
の
た
め
の
活
動
の
あ
り
方
を
見
直
す
こ

と
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
。

　

部
落
差
別
は
、
い
つ
頃
ど
う
し
て
起

こ
っ
た
か
、
そ
し
て
ど
の
よ
う
に
現
在
に

ま
で
つ
な
が
っ
て
い
る
の
か
。
そ
れ
に
対

す
る
答
え
が
、
か
つ
て
の
説
明
と
、
現
在

で
は
す
っ
か
り
変
わ
っ
て
し
ま
っ
て
い

る
。
西
暦
二
〇
〇
〇
年
ご
ろ
ま
で
の
説
明

は
、
だ
い
た
い
以
下
の
よ
う
な
も
の
だ
っ

た
。
江
戸
時
代
の
は
じ
め
（
徳
川
家
康
が

征
夷
大
将
軍
に
な
っ
た
の
が
、
一
六
〇
三

年
）
に
、
士
農
工
商
と
い
う
身
分
制
度
が

で
き
、
武
士
が
農
民
を
搾
取
す
る
体
制
が

で
き
あ
が
っ
た
。
し
か
し
、
侍
が
百
姓
を

一
方
的
に
搾
り
取
る
だ
け
だ
と
、
一
揆
を

起
こ
さ
れ
て
体
制
が
崩
壊
す
る
。
そ
こ
で
、

農
民
の
武
士
へ
の
反
抗
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

そ
ら
す
た
め
に
、
身
分
制
度
の
最
下
層
に

穢
多
・
非
人
身
分
を
人
為
的
に
こ
し
ら
え

た
。　
　
　
　

こ
の
よ
う
な
考
え
方
を
、

部
落
の
「
近
世
政
治
起
源
説
」
と
い
う
。

（
「
近
世
」
は
、
織
田
信
長
、
豊
臣
秀
吉
、

徳
川
家
康
が
全
国
統
一
し
て
か
ら
、
江
戸

時
代
の
終
わ
り
ま
で
を
さ
す
）
政
治
権
力

者
に
よ
る
階
級
支
配
の
た
め
の
道
具
と
い

う
わ
け
で
あ
る
。
よ
く
、
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型

の
身
分
制
度
の
図
を
描
い
て
、
そ
の
下
に
、

さ
ら
に
「
穢
多
・
非
人
」
と
書
い
た
も
の
だ
。

　

し
か
し
、
現
在
、
こ
う
し
た
説
明
を
す

る
部
落
史
の
研
究
者
は
ほ
と
ん
ど
い
な

い
。
百
人
に
一
人
い
る
か
い
な
い
か
で
、

い
た
と
し
た
ら
、
も
ぐ
り
と
言
わ
れ
か
ね

な
い
状
況
で
あ
る
。
ま
た
、
教
科
書
で
も

以
前
は
「
近
世
政
治
起
源
説
」
一
色
で
あ
っ

た
が
、
今
で
は
ま
っ
た
く
書
き
か
わ
っ
て

し
ま
っ
て
い
る
。
人
権
啓
発
の
研
修
会
な

ど
で
も
同
様
で
、
身
分
制
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド

を
描
い
て
、
「
こ
の
下
に
被
差
別
身
分
を

置
き
ま
し
た
」
な
ど
と
い
う
説
明
は
、
う

ん
と
影
を
ひ
そ
め
て
し
ま
っ
た
。

　

そ
し
て
、
そ
う
し
た
近
世
政
治
起
源
説

に
代
わ
っ
て
登
場
し
た
の
が
、
「
中
世
起

源
説
」
で
あ
る
。
「
中
世
」
は
、
歴
史
学

上
の
区
分
で
、
平
安
時
代
の
終
わ
り
の
「
院

政
期
」
か
ら
、
鎌
倉
、
室
町
時
代
を
経
て
、

戦
国
時
代
の
終
わ
り
ま
で
を
さ
す
。
同
和

地
区
の
元
に
な
る
村
は
、
こ
の
中
世
時
代

ま
で
さ
か
の
ぼ
る
と
い
う
の
が
、
研
究
者

の
一
致
し
た
見
方
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、

従
来
の
近
世
政
治
起
源
説
よ
り
、
百
年
～

六
〇
〇
年
ぐ
ら
い
早
く
か
ら
出
て
き
て
い

た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
同
時
に
、
中
世

に
見
ら
れ
る
被
差
別
グ
ル
ー
プ
は
、
穢
多

身
分
に
つ
な
が
る
一
系
列
だ
け
で
は
な

く
、
現
在
、
一
〇
〇
を
越
え
る
被
差
別
グ

ル
ー
プ
が
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
、

各
地
に
自
然
発
生
的
に
で
き
た
様
々
な
中

世
賤
民
の
諸
グ
ル
ー
プ
を
含
め
て
差
別
の

歴
史
を
考
え
な
い
と
、
歴
史
の
真
実
に
は

迫
れ
な
い
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
中
世
被
差
別
グ
ル
ー
プ
の
具
体

的
史
料
が
多
数
発
掘
さ
れ
て
き
た
こ
と
に

よ
り
、
従
来
の
「
如
何
に
部
落
民
が
差
別

迫
害
さ
れ
て
き
た
か
」
と
い
う
こ
と
の
証

拠
探
し
ば
か
り
や
っ
て
い
た
、
い
わ
ば
「
暗

黒
の
部
落
史
」
に
も
見
直
し
が
進
み
、
差

別
が
あ
っ
た
に
せ
よ
、
そ
の
環
境
の
中
で
、

様
々
な
職
業
に
進
出
し
、
社
会
外
の
社
会

と
い
わ
れ
る
存
在
か
ら
、
社
会
の
中
に
一

歩
ず
つ
足
場
を
固
め
、
一
般
社
会
の
人
々

と
関
係
を
取
り
結
ん
で
、
被
差
別
グ
ル
ー

プ
に
属
し
な
が
ら
も
、
プ
ラ
イ
ド
を
持
っ

た
生
き
方
を
模
索
し
た
当
時
の
中
世
賤
民

の
姿
も
わ
か
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
こ

う
し
た
こ
と
は
、
た
だ
た
だ
差
別
迫
害
さ

れ
る
み
じ
め
で
弱
い
存
在
と
し
て
の
み
語

ら
れ
が
ち
で
あ
っ
た
被
差
別
グ
ル
ー
プ
の

人
た
ち
の
生
き
生
き
と
し
た
生
活
ぶ
り
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
っ
て
い

く
。
後
に
述
べ
る
機
会
が
あ
る
と
思
う
が
、

一
九
九
七
年
に
公
開
さ
れ
た
宮
崎
駿
監
督

の
映
画
「
も
の
の
け
姫
」
の
登
場
人
物
は
、

多
く
が
こ
の
中
世
被
差
別
民
を
モ
デ
ル
と

し
た
も
の
で
、
変
わ
り
つ
つ
あ
っ
た
部
落

史
研
究
の
最
先
端
の
成
果
を
宮
崎
監
督
が

意
識
的
に
取
り
入
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
新
し
い
部
落
史
は
、
単
に
同
和

地
区
の
期
限
を
数
百
年
さ
か
の
ぼ
ら
せ
る

だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
生
活
ぶ
り
に
関
し

て
従
来
か
ら
持
た
れ
て
い
た
「
貧
困
」
の

イ
メ
ー
ジ
も
大
き
く
変
更
を
せ
ま
る
も
の

で
あ
る
。
「
暗
黒
の
部
落
史
」
が
幅
を
き

か
せ
て
い
た
時
代
は
、
中
世
か
ら
近
世
に

い
た
る
あ
い
だ
、
被
差
別
部
落
は
、
一
般

社
会
か
ら
排
除
さ
れ
、
差
別
さ
れ
、
そ
の

結
果
、
田
畑
を
持
つ
こ
と
も
許
さ
れ
ず
、

貧
し
い
生
活
に
甘
ん
じ
て
い
た
よ
う
に
描

か
れ
が
ち
で
あ
っ
た
が
、
現
在
の
研
究
で

は
、
江
戸
時
代
の
半
ば
以
降
、
穢
多
村
の

経
済
は
飛
躍
的
発
展
を
と
げ
て
、
一
般
の

百
姓
を
し
の
ぐ
経
済
力
を
持
っ
た
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

　

ま
た
、
新
し
い
部
落
史
は
、
明
治
四
年

の
「
解
放
令
」
に
関
す
る
評
価
も
大
幅
に

書
き
換
え
て
き
て
い
る
。
旧
来
の
部
落
史

で
は
、
「
解
放
令
」
が
出
さ
れ
た
が
、
形

式
的
、
名
目
的
な
解
放
に
過
ぎ
ず
、
実
際

に
は
明
治
政
府
の
無
策
で
、
同
和
地
区
の

生
活
は
か
え
っ
て
貧
し
く
な
り
、
ま
た
そ

の
貧
し
さ
故
に
、
差
別
の
現
実
も
江
戸
時

代
同
様
か
、
か
え
っ
て
強
化
さ
れ
た
と
い

う
解
釈
が
な
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
明

治
に
な
っ
て
か
ら
の
同
和
地
区
の
生
活

は
、
江
戸
時
代
の
経
済
的
発
展
の
延
長
上

で
、
決
し
て
貧
し
い
わ
け
で
は
な
く
、
明

治
に
な
っ
て
か
ら
し
ば
ら
く
は
、
一
般
社

会
と
肩
を
並
べ
る
発
展
を
と
げ
て
い
た
こ

と
も
明
か
と
な
っ
て
い
る
。
同
和
地
区
の

経
済
的
基
礎
を
破
壊
し
、
貧
困
の
ど
ん
底

に
突
き
落
と
し
た
の
は
、
解
放
令
よ
り

一
〇
年
あ
と
の
「
松
方
デ
フ
レ
政
策
」
だ

と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
て
い
る
。
西

南
戦
争
の
戦
費
を
調
達
す
る
た
め
に
、
明

治
政
府
が
今
で
い
う
国
債
や
、
実
体
経
済

の
裏
付
け
の
な
い
不
換
紙
幣
の
乱
発
を

行
っ
た
が
、
そ
の
事
後
処
理
の
た
め
に
デ

フ
レ
政
策
を
行
わ
ざ
る
を
え
ず
、
こ
の
こ

と
が
部
落
の
製
造
業
を
直
撃
し
、
長
期
の

貧
困
に
お
ち
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し

た
、
新
し
い
部
落
の
イ
メ
ー
ジ
、
部
落
史

の
様
々
な
論
点
に
付
き
、
次
回
か
ら
詳
し

く
見
て
い
く
。


